
「
こ
ん
に
ち
は
」
振
り
向
く
と
カ
ウ

ン
タ
ー
の
向
こ
う
に
男
性
が
立
っ
て
い

ま
し
た
。
広
報
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
で
す
。

私
と
同
僚
は
す
ぐ
に
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
返
し
ま
す
。
私
は
、
広
報
紙
の
掲
載

内
容
に
つ
い
て
の
相
談
か
な
と
考
え
な

が
ら
近
づ
い
て
い
き
ま
し
た
▼
「
引
っ

越
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
」
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら
の

予
想
も
し
て
い
な
い
言
葉
に
、
私
た
ち

は
面
食
ら
い
ま
し
た
が
、
今
ま
で
多
く

の
意
見
や
提
案
を
頂
い
た
モ
ニ
タ
ー
さ

ん
へ
お
礼
を
伝
え
、
新
天
地
で
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
し
ま
し
た
▼
広
報
モ
ニ

タ
ー
に
は
身
近
な
活
動
、
情
報
の
提
供

や
、
広
報
紙
に
対
す
る
意
見
・
提
案
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な

記
事
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」「
も
っ
と
こ

う
す
る
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
な
ど
広

報
那
須
を
よ
り
よ
い
広
報
紙
に
す
る
た

め
ご
協
力
い
た
だ
き
、
私
た
ち
は
頂
い

た
意
見
等
を
広
報
紙
に
反
映
さ
せ
、
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
▼
先
日
、
広
報
紙

を
持
っ
た
娘
に
問
い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
ね
ぇ
、こ
れ
前
か
ら
あ
っ
た
？
」
指
さ

し
て
い
た
の
は
、ペ
ー
ジ
ご
と
に
縦
に
並

ん
だ
ピ
ン
ク
色
の
見
出
し
で
し
た
。「
今

年
か
ら
だ
よ
」
娘
か
ら
広
報
紙
の
こ
と

を
問
わ
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
し

た
し
、
変
化
に
気
づ
い
て
く
れ
た
こ
と

に
少
し
感
動
を
覚
え
ま
し
た
▼
広
報
紙

は
作
成
に
関
わ
る
た
く
さ
ん
の
方
々
の

お
か
げ
で
毎
月
皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
き
、
広
報
那
須
が
皆
さ
ん
の
身

近
な
も
の
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

か
っ
こ
う

12
月
号
は
、
戦
時
中
、
高
久
国

民
学
校
を
司
令
部
と
し
た
鉾
田
教

導
飛
行
師
団
・
第
26
飛
行
団
の
軍

人
達
を
紹
介
し
ま
す
。

鉾
田
教
導
飛
行
師
団
は
昭
和
20

年
４
月
、
茨
城
県
鉾
田
町
（
現
鉾

田
市
）
か
ら
那
須
野
飛
行
場
（
現

那
須
塩
原
市
埼
玉
）
に
第
一
飛
行

隊
を
移
し
、
原
町
飛
行
場
（
現
福

島
県
南
相
馬
市
）
に
第
二
飛
行
隊
、

司
令
部
を
黒
磯
実
践
女
学
校
（
現

黒
磯
高
校
）
に
移
し
ま
し
た
。
６

月
に
司
令
部
を
高
久
国
民
学
校

（
現
あ
た
ご
ハ
イ
ツ
近
辺
）
に
移

す
と
、
７
月
に
は
飛
行
師
団
が
再

編
成
さ
れ
第
26
飛
行
団
と
な
り
ま

し
た
。

鉾
田
教
導
飛
行
師
団
・
第
26
飛

5

行
団
で
は
、
次
の
軍
人
達
が
在
籍

し
て
い
ま
し
た
。
高
品
朋
師
団
長

（
後
に
団
長
）
は
明
治
39
年
千
葉

県
生
ま
れ
の
陸
軍
少
将
で
す
。
昭

和
13
年
、
イ
ラ
ン
公
使
館
附
武
官
、

昭
和
18
年
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
空
襲
を

指
揮
し
た
人
物
で
、
終
戦
時
に
は

団
長
で
し
た
。
土
井
勤
高
級
参
謀

は
当
時
大
佐
。
飛
行
第
75
戦
隊
長

と
し
て
レ
イ
テ
沖
海
戦
等
に
従
軍

し
、
昭
和
20
年
３
月
鉾
田
教
導
飛

行
師
団
司
令
部
附
と
な
り
ま
す
。

終
戦
時
は
、
残
務
整
理
を
行
う
と

と
も
に
、
戦
後
開
拓
に
従
事
し
中

原
開
拓
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
公
職
追
放
と
な
り
那
須

町
を
離
れ
ま
し
た
。
倉
澤
清
忠
次

級
参
謀
は
、
東
京
都
出
身
の
陸
軍

少
佐
で
す
。
第
６
航
空
軍
な
ど
で

沖
縄
戦
や
特
攻
隊
に
携
わ
っ
た
人

物
と
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

浅
野
満
祥
は
大
正
10
年
愛
知
県
生

ま
れ
の
陸
軍
大
尉
で
、
昭
和
17
年

に
満
州
・
千
振
飛
行
場
に
も
い
た

人
物
で
す
。
昭
和
20
年
４
月
に
那

須
野
飛
行
場
に
着
任
し
、
神
鷲

2
5
3
隊
長
（
特
攻
隊
）
と
し
て

出
撃
予
定
も
、
空
襲
に
よ
り
出
撃

機
が
破
壊
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
終
戦

を
迎
え
ま
し
た
。
終
戦
後
、
中
原

の
旧
陸
軍
軍
馬
補
充
部
用
地
に
入

植
し
、
後
に
中
原
開
拓
農
業
協
同

組
合
組
合
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

戦
後
、
那
須
野
飛
行
場
を
中
心

に
い
た
第
26
飛
行
団
の
軍
人
・
関

係
者
た
ち
は
、
そ
の
ま
ま
那
須
に

入
植
し
、
戦
後
開
拓
の
一
員
と
し

て
新
し
い
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
方
々
の
歴
史
を
含
め
、

自
分
た
ち
が
住
む
町
の
戦
争
の
時

代
を
知
る
こ
と
が
、
平
和
へ
の
道

の
第
一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

vol.12

那
須
町
と

近
現
代
の
人
々

那須の歴史

再発見!

赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃん

元気いっぱい!!!我が家の小さな怪獣ちゃん♡
すくすく育ってね！

なおちゃんは…

大平菜桜ちゃん

令和４年４月生まれ

「こんにちは赤ちゃん」コーナーの写真を随時募集しています。
詳しくは総務課広報広聴係（☎72-6901）まで。

町の世帯と人口（11月１日現在・住民基本台帳）（ ）の数字は前月比

広報那須がスマートフォンなどで読むことができます

● 世帯数　10,645世帯（-14）
● 人口　　24,348人　（-37）
　男　　12,117人（-28）
　女　　12,231人（-9）

出生　　　 3人 (-  5)
死亡        30人 (0)
転入        55人 (-28)
転出        61人 (+ 7)
その他       4人

こんに
ちは

１２月５日発行（月１回）／発行：那須町役場（〒329-3292栃木県那須郡那須町大字寺子丙3-13）編集：総務課（☎72-6901　FAX72-1133）
那須町公式ホームページアドレスhttps://www.town.nasu.lg.jp

おお  ひら 　な      お

ど
　
い
　つ
と
む

く
ら
さ
わ
き
よ
た
だ

あ
さ  

の   

み
つ 

よ
し

た
か 

し
な
ほ
う

中央が高品師団長。その左が浅野隊長。『那
須の太平洋戦争』より転載。


